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髪質改善に限界 を感じていませんか?

「髪質改善」から「髪質改革」ヘ
強髪

……HSC

最先端の幹細胞テクノロジーをつかった

「次世代 トリートメント」

「強髪」とは、従来のコーティング(皮膜)系 |ヽ リー
|ヽ メン|ヽ ではなく、頭皮に

直接作用する全く新しい次世代トリートメン|ヽ です。

強髪 従来の |ヽ リー |ヽ メン |ヽ
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幹細胞培養液とハーブミックスによる相乗効果と低価格の実現
強髪 (HSC)の強み

幹細胞培養液は非常に高価なため、HSCの ような低価格で効果を発揮させることができない

1●ヽ
■ヽ
｀ヽ

′

,.

ノーベル賞を受賞 した

幹細胞 (IPS細 胞)培養液+アーユルヴェーダハーブを配合 し、頭髪の幹細胞

に栄養を直接与えることにより毛髪環境の根本改善を実現 します。



毛髪はずっと伸び続けているのではなく、ある期間成長したのち自然に抜け、しばらくすると新しい毛髪が生えてきます。

この伸びて抜ける周期のことを「ヘアサイクル」といい、生えている大多数の毛髪は、成長期であり伸び続けています。

しかし、このヘアサイクルが乱れ、太〈育つ前に脱毛してしまうことで薄毛へとつながります。

太い髪が増える(本来の量になる)よ うにこのサイクルを整えることができるのが「強髪」です。

退行期 & 体止難約 3～ 5 ケ膚

毛髪理論

毛髪形成に関与する毛母、毛乳頭、表皮幹細胞の

増殖促進が不可欠

各5箇所のマ
|｀ リックス全てで約300種のハープによる細胞の影響を研究。

総合的な効果を得るために適性混合を検証 c

毛幹
頭率田胞

・毛細血管の養分を毛母増胞に供給

・様々な増殖因子を生産

・毛周期を調整

・分裂し角化することで毛髪を形成

・育毛には毛母細胞の増殖が必須

・毛乳頭細胞による制御
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表皮幹細胞 /真皮線維芽幹細胞

・表皮 /真皮の形成に関与

・様々な増殖因子を生産
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アーユルヴェーダリヽ―ブの可能性
現在のアーユルヴ■―ダと言 われている商品の中で本当にアーユルヴェーダの良さ

を引き出せているのか?

とのように「良さ」を確認できるのか
'

その問いに答ぇを出せるよう細胞試験をできるように産学連携させていただいてお

ります。アーユルヴェータのハーブの組み合わせは無限。その効果ゃ商品転用も無

限になります。
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幹糸田胞 とは
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幹細胞培養液
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アーユルヴェーダと聞くと、ごま油を額 に垂 ぅすシ

ロダーラやマッサージを思い浮かべる人が多いかも

しれません。

それもアーユルヴェーダの一部ですが、本来は古代

インドで5000年以上も前から続 く伝承医学です。

生命 という意味のアーユスと真理・科学という意味

のヴェーダを合わせた言葉で、生命や健康と病 につ

いて体系的で科学的な知識が網羅されています。

病気の治療や予防など、ナチュラルな方法を使って

根本原因に働 きかけていきます。

その際に用いられるものにアーユルヴェーダハーブ

が
｀
あります。

5000年以上かけて蓄積・淘汰されたハーブ。

この効能を抽出 し、皮膚理論 と組み合わせ、化粧

品の開発を行っています。

幹細胞培養液とは
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ヒト幹細胞培養液といっても人の細胞そのものではなく、幹細胞を培養したと

きに分泌された再生因子が含まれているエキスのことです。

細胞や細胞の一部、細胞残留物は一切含まれておりませんので、安心してご

使用いただけます。

ヒ |ヽ 脂肪由来幹細胞培養液には様々な成長因子 (サ イ |ヽ カイン)や酵素、SOD

、コラーゲンやヒアルロン酸等、細胞外マ
|｀ リックス成分が豊富に含まれてお

り、今までの化粧品には無い新しい

発想のアンチエイジング美容としての可能性が広がつていきます。
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アーユルヴェーダとは
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‖SC 15を 2週間に 1回施術
ホームケア使用

lヶ 同半経過の結果

‖SC 15を lヶ 月に 1回施術
3ヶ 口経過の結果

アイラッシュエッセンス
1日 2回使用

3ヶ 口経過の結果
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HSC 15を lヶ 月に 1回施術
ホームケア使用無し
6ヶ 口経過の結果

詳しくはインスタグラムを
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HSC NEOを 10日 に 1回施術
6回 曰2ヶ 口経過の結果

‖SC 15と NEOを 1週間に 1回
交互に施術

3ヶ 口経過の結果

‖SC 15を 2週間に 1回施術
lヶ 月毎の経過の結果

HSC NEOを 2週間に 1回施術
ホームケア使用
2ヶ 口経過の結果
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